
地理的な見方や考え方を高める中学校社会科指導の工夫
見方や考え方の視点に基づいた－

－課題解決型ワークシートの活用を通して

長期研修Ⅱ 研修員 佐藤 芳正

《研究の概要》

本研究は中学校社会科の地理的分野において、地理的な見方や考え方を高めることをね

らいとしたものである。具体的には、資料から「どこに、どのように 「なぜ、そこでそ」

のようになっているのか」などを読み取り、その視点に基づいた課題解決型ワークシート

を活用して生徒の記述内容を毎時間評価し、助言をフィードバックする。記述内容の変容

の分析と客観テストの結果から、地理的な見方や考え方の高まりを検証した。

【 】キーワード 社会－中 地理的分野 地理的な見方や考え方 課題解決型ワークシート フィードバック

Ⅰ 主題設定の理由

中央教育審議会等が地理教育に求めた今日的な

課題の一つに 「地図・統計など各種資料からの、

必要な情報の読み取り、社会事象の解釈や事象間

の関連の説明、自分の考えの論述」が挙げられ、

新学習指導要領では中学校社会科の３分野にわた

り解釈、論述といった言語活動に関する規定が数

多く盛り込まれている。

また、平成20年度の群馬県学校教育の指針で示

されている確かな学力の向上のために社会科で

は 「基礎的な知識と地図や統計資料等を読み取、

る技能とを確実に身に付けさせる場と、その知識

や技能を活用して課題を考察させる場を意図的に

設けるなど単元や授業構成を工夫する」ことが挙

げられている。

さらに研究協力校の生徒の実態を見ると、平成

、20年4月に実施した全国標準学力検査の結果から

全国的な中学校社会科学習の課題と同様に、世界

地誌的な学習や資料を読み取る力と読み取ったこ

とをもとに論述する力が十分でないことが分かっ

た。この原因として、社会科の授業形態が講義形

式中心であり、課題解決的な授業が段階的継続的

に取り入れられていないことが考えられる。

このような国、県、研究協力校の現状から、資

料から事実を正しく読み取り、社会的事象を形成

する複数の事実と自分の知識・経験を関連付けて

課題の解決策を考える力を育成することが現在の

中学校社会科の地理的分野の課題であるととらえ

た。そこで、資料を比較し関連付けて考察するこ

とや（地理的な見方 、その背景や要因を探究す）

ること（地理的な考え方）を重点指導事項例とし

て提示したいと考えた。

以上のことから、本研究では、地理的な見方や

考え方の視点に基づいたワークシートを用いて課

題解決学習を段階的に行い、生徒の考えや自己評

価に教師がフィードバックする活動を継続的に行

うことで、地理的な見方や考え方を高められると

考え本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

中学校の社会科地理的分野の学習において、地

理的な見方や考え方の視点に基づいた課題解決型

ワークシートを活用する学習を継続的に行い、生

徒の記述を評価し、助言するフィードバックを行

うことで、生徒の地理的な見方や考え方が高めら

れることを明らかにする。

Ⅲ 研究の見通し

１ 見方や考え方の視点に基づいたワークシートの

活用

地理的な見方や考え方の視点に基づいて作成し

た発問を段階的に配列した課題解決型ワークシー

トの毎時間の活用によって、地理的な見方や考え

方を身に付けることができるであろう。

２ 教師の助言のフィードバック

課題解決型ワークシートの生徒の記述と自己評

価に教師が毎時間助言をフィードバックすること

によって、生徒の思考や気付きを促し、身に付け

た地理的な見方や考え方をさらに高めることがで

きるであろう。
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Ⅳ 研究の内容と方法

１ 研究の内容

(1) 基本的な考え方

ア 地理的な見方や考え方を高めるとは

地理的な見方とは、日本や世界に見られる諸事

象を位置や空間的な広がりとのかかわりで地理的

事象として見いだすことであり、地理的な考え方

とは、それらの事象を地域という枠組みの中で考

察することであり、相互に深い関係があるので本

来は地理的な見方や考え方として一体的にとらえ

る。学習の過程を考慮して分ける場合、以下の①

が地理的な見方の基本であり②が地理的な考え方

の基本となる。

これらの視点に基づいて、資料を比較し関連付

けて考察したり要因探究したりする力が高まるこ

とが地理的な見方や考え方を高めることである。

① ど こ に 、 ど の よ う な も の が 、 ど の よ う に 広 が っ

て い る の か 、 諸 事 象 を 位 置 や 空 間 的 な 広 が り と

の か か わ り で と ら え 、 地 理 的 事 象 と し て 見 い だ す

こ と 。 ま た 、 地 理 的 事 象 に は ど の よ う な 空 間 的 な

規 則 性 や 傾 向 性 が 見 ら れ る の か 、 地 理 的 事 象 を

距 離 や 空 間 的 な 配 置 に 留 意 し て と ら え る こ と 。

② そ う し た 地 理 的 事 象 が 、 な ぜ そ こ で そ の よ う に

み ら れ る の か 、 ま た 、 な ぜ そ の よ う に 分 布 し た り

移 り 変 わ っ た り す る の か 、 地 理 的 事 象 や そ の 空

間 的 な 配 置 、 秩 序 な ど を 成 り 立 た せ て い る 背 景

や 要 因 を 、 地 域 と い う 枠 組 み の 中 で 、 地 域 の 環

境 条 件 や 他 地 域 と の 結 び 付 き な ど 人 間 の 営 み と

の か か わ り に 着 目 し て 追 究 し 、 と ら え る こ と 。

さ ら に 、 地 理 的 な 考 え 方 を 構 成 す る 主 要 な 柱

が 以 下 の ③ ～ ⑤ に あ た る 。

③ そ う し た 地 理 的 事 象 は 、 そ こ で し か み ら れ な い

の か 、 他 の 地 域 に も み ら れ る の か 、 諸 地 域 を 比

較 し 関 連 付 け て 、 地 域 的 特 色 を 一 般 共 通 性 と 地

方 的 特 殊 性 の 視 点 か ら 追 究 し 、 と ら え る こ と 。

④ そ う し た 地 理 的 事 象 が み ら れ る と こ ろ は 、 ど の

よ う な よ り 大 き な 地 域 に 属 し 含 ま れ て い る の か 、

逆 に ど の よ う な よ り 小 さ な 地 域 か ら 構 成 さ れ て い

る の か 、 大 小 様 々 な 地 域 が 部 分 と 全 体 と を 構 成

す る 関 係 で 重 層 的 に な っ て い る こ と を 踏 ま え て 地

域 的 特 色 を と ら え 、 考 え る こ と 。

⑤ そ の よ う な 地 理 的 事 象 は そ の 地 域 で い つ ご ろ

み ら れ た の か 、 こ れ か ら 先 も み ら れ る の か 、 地 域

の 変 容 を と ら え 、 地 域 の 課 題 や 将 来 像 に つ い て

（ 以 上 現 行 ・ 新 学 習 指 導 要 領 解 説 よ り ）考 え る こ と

イ 見方や考え方の視点に基づいた課題解決型ワ

ークシートの活用とは

見方や考え方の視点に基づくとは 「どこに、、

どのようなものが、どのように」という視点で主

題図などの資料を読み取れるようにしたり、その

背景や要因を「なぜそこで、そのようになってい

る」という視点で探究できるようにしたりするた

めの学習支援のことである。表１は、地理的な見

方や考え方の視点を示したものである。

表１ 地理的な見方や考え方の視点表

①どこに、どのようなものが、地 理 的 な

どのように広がっているのか。見方

②なぜそこで、そのようになっているのか。

③そこでしかみられないのか。

④どのようなより大きな地域に属し含まれて

いるのか。より小さな地域から構成されて地 理 的 な

いるのか。考え方

⑤いつごろからみられたのか。これからもみ

られるのか。

注 表中の丸数字で示した視点は、現行の学習指導要領：

解説書及び新学習指導要領解説書より引用したもの

課題解決型ワークシートには、次の２つの特長

がある。①地理的な見方に基づいた発問に△、考

え方に基づいた発問に◇を表示して、課題追究が

見方や考え方を踏まえて段階的に進められるよう

ワークシート上の発問を配列した。②ワークシー

ト上に示された資料を基にして、他の資料と関連

させながら課題追究を行えるようにした。単元全

、 、体を通して このワークシートを活用することで

課題解決学習を段階的継続的に行うことができ

る。

ウ 継続的に教師の評価・助言をフィードバックす

るとは

課題解決型ワークシートの記述を評価して助言

を与え、生徒への学習支援を継続的に行っていく

ことである。生徒は課題解決型ワークシートを通

して地理的な見方や考え方の視点に基づいた発問

に回答していき、最後にその時間の地理的な見方

や考え方に関する評価規準に基づき、自分の達成

度を自己評価する。そして、教師はその記述と振

、 、り返りを評価し 助言を生徒にフィードバックし

思考や気付きを促してより高いレベルの見方や考

え方へ導く。



エ 「地理日記」とは

毎時間使用するワークシートをファイルして、

ポートフォリオとして蓄積し、それをもとに再構

築して仕上げた一枚ポートフォリオのことであ

る。生徒自身が学習履歴を振り返り、毎時間記述

した内容や毎時間の地理的な見方や考え方の自己

評価を一覧して自己の変容を見つめることができ

る。生徒はワークシートの「振り返り」で、その

時間の「地理的な見方や考え方」に関する具体的

、 。な評価規準に基づいて 達成度の自己評価を行う

その評価をワークシートと地理日記に書き込む。

そして、まとめの過程でワークシートに添付した

付箋の自由記述を地理日記に時系列に添付する。

また、教師は生徒の課題解決による記述の変化

を一覧でき、地理的な見方や考え方の高まりを読

。 、み取ることができる 自作の客観テストと併用し

地理的な見方や考え方が高まったかを記述面から

検証するために用いる。堀哲夫氏の一枚ポートフ
＊

ォリオ評価を参考にアレンジした。

＊山梨大学教育人間科学部学部長の堀哲夫氏が2002年に開発

したもの

オ 研究構想図

図１は、研究構想図である。

図１ 研究構想図

２ 研究の方法

研究の見通しに基づき、協力校第２学年の学級

で以下の計画で授業実践を行い検証する。検証に

当たっては、２クラスの結果から、集団としての

変容を分析する。また、個別的には３名の生徒を

抽出し、その変容を分析する。

(1) 授業実践計画

教科 社会科（地理的分野）

第２学年 74名（２クラス）対象

単元 人口の特色をとらえよう

【 （ ） （ ）】学習指導要領地理的分野 ３ ア イ

平成20年10月中旬～11月上旬 ６時間×２期間

長期研修員 佐藤 芳正授業者

(2) 抽出生徒

学習に対して意欲が高く、地理的分野において生

も能力が高い。知識が豊富で自分の考えを素直徒

に表現できる。資料から読み取ったことと知識やＡ

経験を活用し、関連付けて課題解決させたい。

地理的事象にはどのような空間的な規則性が

見られるのかなどの地理的な見方は得意であ生

る。しかし、地理的な考え方がやや苦手なので、徒

課題を追究させながら、なぜそこでみられるかとＢ

いった背景や要因を考えさせたい。

地理的事象には空間的な規則性がどのように

見られるのかなどの地理的な見方や、なぜ、そこ生

でみられるかといった背景や要因を考える地理徒

的な考え方が苦手である。適切な助言をフィードＣ

バックし励ましたい。

(3) 検証計画

検証の観点 検証の方法項目

・ワークシートの地理的な見方や考え方の視点

分析見 で作成した発問を段階的に配

・アンケート調査通 列した課題解決型ワークシート

の分析し を活用する学習を毎時間行うこ

・事前・事後テス１ とは、地理的な見方や考え方を

トの客観評価身に付けることに有効であった

か。

・ワークシートの課題解決型ワークシートの生

分析見 徒の記述と自己評価を教師が

・地理日記の分通 評価し、助言を毎時間フィード

析し バックすることは、生徒の思考

・事前・事後テス２ や気付きを促し、身に付けた地

トの客観評価理的な見方や考え方をさらに高

めることに有効であったか。



(4) 指導計画

地理的な見方や考え方を高めるための評価の観点を定め、ワークシートや地理日記の活用とポート

フォリオ評価の系統性、関連性を踏まえて作成し、実践する。



(5) 課題解決型ワークシート・地理日記の作成及び活用

① 課題解決型ワークシート

表２ ワークシート上の発問一覧（見方や考え方を踏まえて作成し段階的に配列したもの）

発 問 の 流 れワークシート
番号と小単元名

△世界で人口が多い（少ない）ところはどこか ◇なぜそこで、そのようになっ１ 世界の人口分 á
ているか自分の考えを書こう △世界で人口増加率が高い（低い）ところはどこ布と人口の変化 á
か ◇なぜそこで、そのようになっているか自分の考えを書こうá

á２ 日本の人口の変 △人口ピラミッドが富士山型・つぼ型になっている国・地域はどこでみられるか
◇なぜそこで、そのようになっているか 日本の人口ピラミッドの形はどのよう化と特色 á
に変化したか、なぜそのように変化したか 問題点 解決策á á

△人口密度が高い・低い都道府県を順に３つ予想しよう ◇なぜそこで人口密度３ 日本の人口分布 á
が高い・低いのか考えよう 日本の人口の偏りについて考えよう 過密地・á á
過疎地の問題点を考えよう

△過密地横浜市はどこに、どのように広がっているか ◇なぜ横浜市は過密なの４ 人口が過密な地 á
か ◇いつ頃から人口が増えてきたのか ◇過密地は横浜市でしか見られな域の生活～横浜 á á
いのか 問題点 解決策（あなたが市長だったら） ◇横浜市の中での様子市～ á á á

△過疎地上野村はどこに、どのように広がっているか ◇なぜ上野村は過疎なの５ 過疎地域の生活 á
か ◇いつ頃から人口が減少してきたのか ◇過疎地は上野村でしか見られ～上野村～ á á
ないのか 問題点 解決策（あなたが村長だったら） ◇上野村の中での様子á á á

á á６ 人口面からみた 人口面からみた日本の特色は世界的に見てどうか 日本全体から見てどうか
人口面から見た課題 解決策 単元全体を通して分かったこと、気付いたこ日本の特色をまと á á
と、新たな疑問を書こう（地理日記）めよう

作成したワークシートは表２のとおりである。地理

的な見方や考え方の視点に基づいたワークシートを毎

時間活用して継続的な課題解決学習を行う。また、こ

れをポートフォリオとしても活用する。図２はワーク

シートの表面を示したものである。地理的な見方に基

づく発問に△、地理的な考え方に基づく発問には◇を

表示し、その他の発問と区別するとともに段階的に課

題解決できるようにした。図３はワークシートの裏面

を示したものである。学習の振り返りとして、わかっ

たことや気付いたことを自由記述させる欄を設けた。

さらにその時間の地理的な見方や考え方の達成度の評

価規準を示して自己評価欄を設けた。

図２ 地理的な見方や考え方の視点に基づいた

ワークシート（表） 図３ 学習後の自由記述欄と地理的な見方や考え方についての自

己評価 ワークシート（裏）

自由記述欄

価値判断する欄

地理的な

見方を△、考え方を◇

で示した発問
段階的に

課題追究できるように

配列した発問



② 地理日記

毎時間使用するワークシートをポートフォリオとして蓄積し、それをもとに再構築して仕上げた

一枚型ポートフォリオである （図４）図４①では、地理的な見方や考え方の毎時間の自己評価が一覧。

できる。図４②では、学習前と学習後の自己の変容が一覧できる。

注 ここの部分を指定の：

場所まで切り込みを

入れる

図４ 地理日記②

一覧できる自己

評価欄

上記の自己評価欄に

はさみを入れて折り返すと左のように学習

前・後の比較ができる。 学習前に答えられなか

ったことが背景や要因にも触れ、回答できる

ようになってきた例。

図４ 地理日記①

まわりにある四角

の枠部分は、毎時間

ワークシートの自由

記述欄を添付したも

の（付箋）

単元学習

前の記述

単元学習

後の記述

(6) 客観テストの作成及び実施

地理的な見方や考え方に関する基礎的な学力調

。 。査問題を作成する 図５に客観テストの例を示す

客観テストはワークシートや地理日記の記述によ

る評価に客観性をもたせるために実施する。単元

学習前と後で行い、それぞれ授業で扱っていない

ものを基にして出題する。

《単元学習前のテスト》

 タイ王国について、資料を見て次の問いに答

えよ。

(1) タイで米作りがさかんなところはどのあたりか。

地形図を見て、「～の周辺」という形で答えよ。

（地形図略）

(2) タイで米作りがさかんなのはなぜか。資料１，２

を見て答えよ。 （資料１．２略）

図５－① 地理的な見方や考え方に関する事前テスト

《単元学習後のテスト》

 世界の主食分布図を見て、次の各問いに答えよ。

(1) 世界で米を主食にしているところは、どのあたりに多く

みられるか。資料を見て「～あたり」という形で答えよ。

（資料略）

(2) 地図中のＤの地域で，米や穀物類でなく、肉・魚が主食

となっているのはなぜか。土地の様子や下の資料を参考

にして答えよ。(資料略）

図５－② 地理的な見方や考え方に関する事後テスト

Ⅴ 結果と考察

１ 地理的な見方や考え方の視点で作成した発問を

段階的に配列した課題解決型ワークシートを活用す

る学習を毎時間行うことは、地理的な見方や考え方

を身に付けることに有効であったか。



① 学習に関するアンケート調査から

事後アンケートで、ワークシートに示した△や

、 （ 、 ）◇の発問が 地理的な見方 どこに どのように

や考え方（それは、なぜそうなっているのか）で

地理的事象を考えることに役立ったかを問う調査

。 、「 」を行った 調査結果によると 役立ったと思う

38％ 「少し思う」が62％で、合わせると100％、

であった。このことから、発問を△や◇で区別し

段階的に配列したことが、地理的な見方や考え方

を身に付けることに役立ったと考える。

また、事後アンケートで、以前と比べて複数の

資料を使って必要なデータを読み取ることができ

。 、るようになったかという調査を行った その結果

思う・少し思うを合わせて８割以上の生徒ができ

るようになったと感じている。さらに、以前と比

べて世界の様子や人々の生活を、もっと知りたく

なったかの問いでは、思う・少し思うを合わせて

９割を超えた生徒が肯定的にとらえている。

これらの調査結果から、見方や考え方の視点に

基づいた発問を段階的に配列した課題解決型ワー

クシートを活用することで、地理的な見方や考え

方を意識しながら意欲的に課題追究できたと考え

る。

② 学習の様子から（全体）

「 、 、単元の導入で 世界中 自由に住めるとしたら

どんな条件のところに住みたいですか 」という。

発問を行い、KJ法を用いて班別で話し合った。こ

れは、段階的に課題追究するための最初の発問で

ある。班活動では 「海の近く 「都会」などと、 」

いう声が聞かれた。ここでまとめたものが、自然

環境や社会環境に影響され、そのために人口の偏

りが見られることにつながる手がかりになった。

（図６）

図６ ＫＪ法を用いて班でまとめたもの

また、課題解決型ワークシートを活用する初め

ての場面では、班別でまとめたものや世界の人口

分布図、さらに世界の地形図や気候区分図を実物

投影機で拡大表示し、ワークシートの設問と対応

させたことで、生徒は地理的な見方や考え方に視

点を当てて学習することができた （図７）。

図７ 生徒の自由記述欄

③ 学習の様子から（抽出生徒）

表３は生徒に価値判断させる設問である。地理

的な考え方の高まりを記述内容から読み取るた

め、表３の設問に対する抽出生徒の記述を比較し

た。

表３ 生徒が価値判断する２校時と５校時の設問

「日本の人口の変化と特色」２校時

出生率を（上げる・上げる必要はない）

選択理由と自分なりの解決策

「過疎地域の生活」５校時

過疎化進行による問題点と自分なりの解決策

：２校時（ ）内は、どちらか選択して答える注

生徒Ａ

２校時（上げる）

理由は、労働力が不足していては、日本の農業は発

達しないし、福祉の負担が増えれば、大変な思いをす

る人が多くなってしまうと思うから。

そのために、例えば、子どもを二人産んだら二人目

の子どもの医療費を免除とかしたらいいんじゃないか。

５校時

問題点は、高齢者が増え、福祉の負担が増えるこ

と。医療機関の不足。

解決策として、観光施設を増やす。周りから人を集め

られるように自然や特産品をＰＲする。いろいろな催し

物を開く。

注 下線 は理由について、 は問題点を は：

価値判断した自分なりの解決策を記述したことを示す。

以下の生徒Ｂ、Ｃも同様

生徒Ａの記述は、２校時と５校時とも地理的事

象に対する理由や問題点をあげ、自分なりの解決

策をしっかり答えている。単元導入での発問で地

理的事象に対する背景や要因に自然環境だけあげ



て答えていたが、その後は、社会環境にも目を向

けた考察や価値判断をしていて地理的な考え方が

高まってきたことが伺える。

生徒Ｂ

２校時（上げる）

理由は、税金が高くなって、年金が減るから。お年寄

りばかりになってしまうから。

そのためには、子どもをたくさん産む。

５校時

問題点は、高齢者が多くなる。医療機関が近くにない

とお年寄りは行けなくなる。

解決策として、観光などを多くする。いろいろなサー

ビスを用意する。例えば、子どもが住んでいたら、その

子どもの給食代を低くしたりする。大きなショッピング店

をつくる。

生徒Ｂの記述は、２校時と５校時を比較すると

記述量が増し、解決策に具体性がみられ内容が充

実してきた。過疎化問題の特に生産年齢人口を何

。 、とか増やすことを意識した内容である これから

なぜ過疎になっているかといった地理的な考え方

に基づいて意欲的に考えているのがわかる。

生徒Ｃ

２校時（上げる必要はない）

理由は、出生率を上げると亡くなる人が多くなるた

め、出生率を上げる必要はないと思う。

解決策…記述なし

５校時

問題点は、若い人が都市に働く場所を求めて村を出

て行ってしまうので村に高齢者が多く残ってしまう。

解決策として、若い人が働けるような大きなビルを建

てる。いろんなお店を建てる。自然をもっと増やす。

生徒Ｃの２校時の記述は、人口ピラミッドの富

士山型の地域やつぼ型の地域の人口問題につい

て、それらが、どこの国や地域で見られ、なぜそ

うなっているのかなど、その背景や要因が正しく

理解できていないと思われる。解決策についても

記述が無く、価値判断できていない。しかし、５

校時の記述を見ると、過疎地域がどこにどのよう

にあるかを正しく読み取れているので、過疎地の

問題点を正しくとらえ、具体例をあげて解決策を

記述できている。これから、ワークシートを毎時

間使ってきたことによって価値判断できる力が付

いてきたと考えられる。

④ 地理日記の内容から

６校時のまとめの過程で単元の学習前と同じ

「人口問題について知っていることを書きましょ

う」という設問を与え、生徒に記述させた。学習

前と学習後を比較すると、97％の生徒の回答が増

え、その内容についても記述できた生徒が８割を

超えた。また、単元全体の学習を振り返る欄の記

述で、地域的特色や地域の課題について触れた生

徒が７割を超えていた。以下は生徒の記述を抜粋

したものである。

いろいろなグラフや写真が見られておもしろかったです。日

本の人口には特徴があって今、高齢者が多く大変だなと思

った。横浜市のように人口が多いところは一見良いところに

見えるが、問題点も多いことが分かった。どんなところでも

人口の多いところ少ないところがあることが分かった。

このように、地理日記の記述内容からも地理的な

見方や考え方を高めることに有効であったと言え

る。

⑤ 客観テストの分析結果から

単元学習前と学習後に、地理的な見方や考え方

に関する客観テストを行った。

地理的な見方を問う問題では、58％の生徒が

１～３ポイント伸びた。また、満点を維持してい

る生徒を効果ありに含めると75％に効果があった

と言える （図８）。

図８ 事前と事後の客観テストによる地理的な見方の

得点の変化 注 １問１点３点満点：

地理的な考え方を問う問題では、51％の生徒

が１～3ポイント伸びた。また、満点を維持し

ている生徒を効果ありに含めると67％に効果が

あったと言える （図９）。

図９ 事前と事後の客観テストによる地理的な考え方の

得点の変化 注 １問１点３点満点：

１ポイント

伸び
35%

２ポイント

の伸び
15%
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地理日記と客観テストを併用した検証⑥

表４は抽出生徒の地理日記と自己評価、客観テ

ストの学習前と学習後を比較したものである。

表４ 抽出生徒の学習前後の比較

生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ

学習前 学習後 学習前 学習後 学習前 学習後

２ ３ ０ ３ ０ ２地理日記見方

２ ３ ０ ２ ０ ２地理日記考え方

Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ自己評価見方

Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ自己評価考え方

３ ３ １ ２ １ ２テスト見方

３ ３ ２ ２ １ ３テスト考え方

注 数字は３点満点 自己評価は２段階評価でＡは十分できた：

Ｂはだいたいできた

それぞれの項目を関連付けると、生徒Ｂは客観

テストで地理的な考え方は伸びていなかったもの

、 、の 記述面の変容から概ね満足できる結果であり

どの段階の成績の生徒にも地理的な見方や考え方

を高めることに効果があったと言える。

以上の①～⑥の結果から、地理的な見方や考え

方の視点に基づいて作成した発問を段階的に配列

した課題解決型ワークシートを活用する学習を毎

時間行うことは、地理的な見方や考え方を身に付

けることに有効であったと考える。

２ 課題解決型ワークシートの生徒の記述と自己評

価を教師が評価し、助言をフィードバックすることは、

生徒の思考や気付きを促し、身に付けた地理的な見

方や考え方をさらに高めることに有効であったか。

① ワークシートの記述から

ここでは地理的な見方や考え方の高まりを記述

内容から読み取るため、２校時と５校時の振り返

り自由記述欄を点数化して比較した。点数化の基

準は、分かったこと一つにつき１点、具体的な内

容や学習に前向きな内容一つにつき１点とした。

なお、２校時と５校時は、それぞれ前時と地理的

な見方や考え方の評価の観点が同じであり、自己

評価欄での分析に重点を置いたところである。比

較の結果、２校時の平均は2.4点で５校時の平均

は3.3点と全体として伸びているこが分かった。

ここでは、考察したことを基に価値判断するよ

う生徒に助言を多く与えた。その結果、課題解決

型ワークシートの記述内容に変化が見られ、課題

に対する自分なりの解決策がしっかり書けるよう

になっている生徒が目立った。そのことを自由記

述欄に書いた生徒が数名いる。

② 抽出生徒の学習の様子から

４校時と５校時の記述内容を比較した。４校時

は「人口が過密な地域の生活」で横浜市を例に学

習した。５校時は「過疎地域の生活」で上野村を

例に学習した。対照的な地域であるが、学習の流

れは共通するところが多く、フィードバックした

ことがどう生かせているか読み取りやすいところ

である。さらに学習前と学習後を比べて分かった

こと・感じたことなどを地理日記の記述から読み

取った。

４校時後の生徒Ａへのフィードバック

なぜ横浜が過密なのか、そこでの問題点や解決策を考え

るなどしっかり学習できているね。いいぞ。過密地は他でも

見られるかや横浜の中でも過密なところとそうでないところ

に目を向けてみよう。

生徒Ａの５校時の記述

過疎地は他でも見られる。それは、他の都市の発展により、

そこに働きに行く人が増え、人口が減少し産業が衰退すれ

ば過疎が進む。上野村の中でも民家の集まっている地域や

まばらな地域の原因を調べた。

地理日記による記述

・日本の人口の特色をつかむことができた。

・人口から生じる様々な問題を知ることができた。→解決策

の考察ができた。

・人口がどのようになってきたのか、推移も知りたい。

このように生徒Ａは、４校時後のフィードバッ

クで学習の支援を行ったことで、思考がより促さ

れたと考える。

４校時後の生徒Ｂへのフィードバック

ワークシートを使ってしっかり学習が進められているね。横

浜のような場所はないか。それと、横浜の中はみんな同じな

のか考えてみるといいね。

生徒Ｂの５校時の記述

過疎地は他でも見られる。上野村の中でも民家のあるところ

ないところがある。

地理日記による記述

・日本はいま少子化、高齢化が進んでいることが分かった。

・他にも過密している地域、特に三大都市圏に集中してい

て、過疎地域との差が激しいなど。

生徒Ｂは、このようなフィードバックを行った

ことで、思考や気付きが促されたと考える。特に

地理日記による記述は学習の成果を感じる。

４校時後の生徒Ｃへのフィードバック

ていねいな字でワークシートにまとめているね。横浜はな

ぜ人が多く集まるのか、住みたい、住みやすい条件がそろ

っているのかな。考えてみよう。



生徒Ｃの５校時の記述

若い人が働く場所を求めて村を出て行ってしまうので、村に

は高齢者が多く残ってしまう。

過疎地は他でも見られる→徳島県旧西祖谷山村

地理日記による記述

・自分の住んでいる日本のことがよく分かった。
・世界的に日本は人口が多いのかとか人口密度がどうなの
かとか分かった。

・横浜市には、なぜ人口が多いのかなどよく分かった。
・群馬県にある上野村の場所が分かってよかった。
・日本のことなどよく分かった。

生徒Ｃは、過疎地を他に徳島県旧西祖谷山村と

記述でき、ワークシートの資料と教科書の資料を

関連付けて考えられているので、地理的な考え方

の高まりの根拠の一つと言える。

以上の様子から、生徒の記述への助言をフィー

ドバックすることは、地理的な見方や考え方をさ

らに高めることに有効であったと考える。

Ⅶ 研究のまとめ

本研究では、二つの手だてを通して、地理的見

方や考え方が高まったことが検証された。次に、

検証のために二つの方法を取り入れた結果、実践

の前後でどのような成果と課題が見られたかにつ

いてまとめる。

１ 成果

① 課題解決型ワークシートの活用によるもの

○ 地理的な見方や考え方の視点で作成した発問

を、それぞれ△や◇で表示し、段階的に配列した

ことで、生徒は情報を読み取り、課題を把握して

その背景や要因を考えやすくなり、地理的な見方

や考え方を身に付けられた。

② 課題解決型ワークシートの記述を評価し、助

言をフィードバックすることによるもの

○ 毎時間の課題追究を評価、助言してフィード

バックすることで、生徒の思考や気付きを促す学

習の支援につながり、地理的な見方や考え方が高

まった。

③ 地理日記の活用によるもの

○ 毎時間のワークシートをポートフォリオと

し、それを基に地理日記に再構築することで、一

目で学習の過程を振り返ることができ、地理的な

見方や考え方の高まりを検証するのに有効であっ

。 、た 生徒自身が学習の高まりを感じ取れたことと

教師が生徒の思考の変化を読み取れたことのよさ

があったと考える。

○ 毎時間の自己評価を一覧表に記すことで、地

理的な見方や考え方を意識して学習できるように

させられたと考える。

④ 客観テストの活用によるもの

○ 地理日記と客観テストの分析結果を関連させ

て評価をすることで、記述の変容や自己評価に客

観性が加えられ、地理的な見方や考え方が高まっ

たことの検証に役立った。

２ 課題

① 単元構想上の課題

○ 十分時間をかけて計画し授業を実施したはず

だったが、それでもワークシートや地理日記のま

とめで十分な時間が無い場面があった。発問や資

料などの内容の精選と十分な単元計画を練る必要

があると感じた。

② 授業展開上の課題

○ ワークシートの自己評価規準が生徒にとって

分かりづらかった面もあった。より生徒に分かり

やすい評価規準にすることで、地理的な見方や考

え方をとらえやすくなると考える。

○ 地理日記を再構築させるための内容が過多だ

ったため、生徒が自己を振り返る時間が十分でな

かった。また、地理日記の記述内容の詳細な評価

規準が用意できていなかった。学習活動の時間を

、 、十分確保し 生徒の記述文の評価規準を明確にし

適切な評価と助言によるフィードバックを行うこ

とでさらに地理的な見方や考え方を高められると

考える。

③ 他分野での授業展開上の課題

○ 本研究の手だてである見方や考え方の視点に

基づいた課題解決型ワークシートの活用を通した

学習は、地理的分野のほかに歴史・公民的分野で

も実践が可能だと考える。社会科における各分野

での見方や考え方を明確にし、中学三年間を見通

した系統的な学習ができるよう、本研究の可能性

を探っていきたい。
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